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新
刊
・
新
着
図
書
ご
案
内

月　 日地　　区

山田～大沢
～豊間根

（水曜日）

６月４日

７月２日

６月６日

７月４日

織笠～大浦
～船越

（金曜日）

◆�月、�月の巡回日程

▽
「
│
雑
想
│
鶏
肋
集
」
上
林
嘉
吉

▽
「
随
筆
集
　
ハ
ギ
の
花
は
秋
の
花
」

福
士
博
▽
「
ハ
ゴ
ロ
モ
」
吉
本
ば
な

な
▽
「
し
ょ
っ
ぱ
い
ド
ラ
イ
ブ
」
大

道
珠
貴
▽
「
浦
安
う
た
日
記
」
大
庭

み
な
子
▽
「
水
産
増
殖
論
」
水
産
増

殖
研
究
会
▽
「
タ
ク
シ
ー
」
森
村
誠

一
▽
「
焼
け
跡
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
ね

じ
め
正
一
▽
「
生
き
い
そ
ぎ
」
志
水

辰
夫
▽
「
ノ
ル
ン
の
永
い
夢
」
平
谷

美
樹
▽
「
世
界
は
ど
こ
へ
向
か
う
の

か
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
▽
「
│
絵
手
紙
│

親
し
き
人
に
心
を
こ
め
て
」
愛
知
県

蒲
郡
市
編
▽
「
人
形
」
佐
藤
ラ
ギ
▽

「
食
べ
る
ア
メ
リ
カ
人
」
加
藤
裕
子

▽
「『
乳
と
蜜
の
流
れ
る
地
』
か
ら
」

山
森
み
か
▽
「
ド
ラ
え
も
ん
の
謎
」

横
山
泰
行
他
▽
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
お
も

し
ろ
雑
学
事
典
」
ノ
ー
ベ
ル
賞
研
究

会
▽
「
は
じ
め
て
の
花
づ
く
り
」
主

婦
の
友
社
編
▽
「
社
会
人
の
た
め
の

基
本
マ
ナ
ー
」
主
婦
の
友
社
編
▽
「
よ

く
見
る
夢
」（
上
・
下
）シ
ド
ニ
ー
・

シ
ェ
ル
ダ
ン
▽
「
航
路
」（
上
・
下
）

コ
ニ
ー
・
ウ
ィ
リ
ス
▽
「
こ
こ
ろ
の

看
護
」
柴
田
幸
恵
▽
「
二
十
歳
だ
っ

た
頃
」
岩
瀬
成
子
▽
「
旅
路
の
は
て

ま
で
男
と
女
」
林
真
理
子
▽
「
交
通

事
故
の
知
識
と
Ｑ
＆
Ａ
」
弁
護
士

高
橋
勝
徳
▽
「
Ｆ
Ｌ
Ｙ
・
Ｄ
Ａ
Ｄ
Ｄ

Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
Ｙ
」
金
城
一
紀

移
動
図
書
館
車
「
は
ま
な
す
号
」

が
、
左
表
の
日
程
で
皆
さ
ん
の
地
区

を
巡
回
し
ま
す
。

移
動
図
書
館
車
の
日
程

巡
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▽
場
所
と
期
日
　
健
康

増
進
セ
ン
タ
ー
（
豊

間
根
）
…
五
月
三
十

一
日
、
織
笠
婦
人
若

者
等
活
動
促
進
セ
ン

タ
ー
…
六
月
七
日

▽
時
間
　
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
半

▽
内
容
　
縄
跳
び
、
ニ
ュ
ー
ド
ッ
チ
、
シ
ャ
フ
ル

ボ
ー
ド
、
ゲ
ッ
ト
・
ザ
・
ボ
ー
ル
な
ど

▽
対
象
　
一
般
町
民

▽
持
ち
物
　
跳
び
縄
、
上
履
き

▽
参
加
料
　
一
回
の
教
室
に
つ
き
小
・
中
学
生
百

円
、
高
校
生
以
上
二
百
円

▽
申
込
期
限
　
各
開
催
日
の
前
日

海峯会のチャリティ発表会
新舞踊・海峯会（海藤ミネ子代表）では、チャリティ

発表会を開催します。どうぞご来場ください。
�期日　５月25日（日）
�時間　午後１時開演（午後零時半開場）
�場所　町中央公民館大ホール
�出演団体　海峯会、荒川地区振興会「荒川音頭」、桜

おう

舞
ぶ

太鼓（釜石市）
�入場券　1,000円
�問い合わせ　町中央公民館（�82－3212）へどうぞ。

古文書解読講座を開設
郷土の歴史に触れてみよう

町教育委員会では、初級者を対象とした「古文書解読
講座」を開設します。地元に伝わる江戸時代の古文書に
触れてみませんか。
�期日　６月13日、20日、27日、７月４日、11日
�時間　午後６時半～８時半
�場所　町中央コミュニティセンター
�内容　古文書「被遣知行百姓小高」などの解読
�講師　佐々木久夫さん（町文化財調査委員）
�定員　20人
�申込先・問い合わせ　６月５日までに町教育委員会文
化係（�82－3111内線624）へどうぞ。
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今月購入した新刊・新着図書
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ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

や
振
り
方
な
ど
の
基
礎
指
導
、
ゲ
ー
ム

▽
対
象
　
小
学
五
年
生
以
上
の
町
民
三
十
人

▽
参
加
料
　
一
回
の
教
室
に
つ
き
小
・
中
学
生
百

円
、
高
校
生
以
上
二
百
円

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
が
開
か

れ
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、
直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▽
期
日
　
五
月
二
十
五
日
、
六

月
一
日
、
八
日
、
二
十
二
日
、

七
月
六
日

▽
時
間
　
午
前
九
時
〜

▽
場
所
　
町
民
総
合
運
動
公
園

テ
ニ
ス
場
（
山
谷
）

▽
内
容
　
ラ
ケ
ッ
ト
の
握
り
方

スポーツ伝言板
◆申込先・問い合わせ
町教委社会体育係�８２－５５０５

女
性
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講

26
日
ま
で
に
申
し
込
み
を

町
教
育
委
員
会
で
は
、「
女
性
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
講
し
ま
す
。
同
セ
ミ

ナ
ー
は
町
内
に
住
む
成
人
女
性
を
対

象
と
し
た
講
座
で
、
講
義
形
式
の
全

体
学
習
や
専
門
的
な
実
践
学
習
な
ど

を
通
じ
て
学
び
得
た
知
識
や
技
術
を
、

自
分
た
ち
の
地
域
活
動
に
生
か
し
て

も
ら
お
う
と
開
催
す
る
も
の
で
す
。

あ
な
た
自
身
の
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
開
設
期
間
　
六
月
〜
来
年
二
月

※
詳
し
い
日
程
や
会
場
は
、
直
接
受

講
生
に
連
絡
し
ま
す
。

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
な
ど

▽
学
習
内
容

全
体
学
習
…
「
中
国
茶
を
楽
し
む
」

「
介
護
保
険
制
度
」「
環
境
問
題
を

考
え
る
」、
移
動
学
習
「
啄
木
・
賢

治
青
春
館
を
訪
ね
て
」
な
ど

体
験
学
習
…
「
陶
芸
講
座
」「
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
制
作
」「
パ
ソ
コ

ン
講
習
」「
手
工
芸
講
座
」
な
ど

▽
対
象
　
町
内
在
住
の
女
性

▽
年
会
費
　
二
百
円

▽
定
員
　
百
人

▽
申
込
期
限
　
五
月
二
十
六
日
（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
係
（
�
八
二
│

三
一
一
一
内
線
六
二
三
）
へ
。

講師のプロフィール
千葉県市川市生まれ。早稲田
大学文学部卒業後、ＮＨＫア
ナウンス室に配属。｢週刊ボ
ランティア｣「婦人百科」な
どのテレビ番組や「午後の
ロータリー」「土曜サロン」
などのラジオ番組を担当。同
時に、経済問題審議会や青少
年問題審議会など各種審議委
員を歴任。主な著書に「女の
器量はことばしだい」などが
ある。２０００年８月にＮＨＫを
退局し、フリーに。現在、執
筆や講演活動、情報番組への
出演など幅広い分野で活躍中。

◆入場は無料です。当日は
どなたでも入場できます
ので、お早めにご来場く
ださい。
◆問い合わせ　町教育委員
会社会教育係（�82－
3111内線622）へどうぞ。

�月�日（日）
午後１時～
中央公民館大ホール

◆テーマ

「言葉と心」

◆講師
フリーアナウンサー

広瀬久美子さん

特別講演会
昨
年
の
同
セ
ミ
ナ
ー
で
の
ピ
ン

ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
作
り
の
様
子


